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すでに北海道の北部, 南部, 西部の沿岸で延べ 40 基ほど















（以下, 陸）の 2 点の観測点間での水温変動の動向を検証
した. 評価方法としては沖と陸の時系列データをそれぞれ
1 時間ステップで最大 72 時間シフトし, 各層の相関を比較
した. 図 2 と 3 に夏季と春季でそれぞれ 10m 層から 40m 層
の相関を示す. 図 2 と 3 のグラフは共に, 沖の時系列デー
タを基準に陸の時系列データをシフトしたものである. 図




























































向から, 陸の水温情報から沖の 24 時間後の水温予測を行
い, その誤差を検証した. 9 月と 4 月の 10m 層から 40m 層
の水温に対してそれぞれ回帰分析を用いて予測を行った. 
回帰分析では独立変数として陸の水温を, 従属変数として
24 時間後の沖の水温を用いた. 結果の評価には RMSE（平
均二乗誤差）を用いた. 図 4 にそれぞれの予測誤差を示す.  
 季節により各層で水温予測誤差が異なることが確認され
た. これは海況によって水温動向が異なることを示してい
る. 水温誤差がどの層でもほぼ等しい傾向の 4 月では, 海
が荒れることにより各層とも沖と陸である程度均一な水温
変動が生じていることが考えられる. また, 9 月の 10m, 
20m 層では４月の同層より水温誤差が小さいことから夏季
の日差しや穏やかな海況から水温変動が比較的小さいこと




 また, 図 5,6 に夏季, 春季の各層の水温予測結果の時系
列データを示す. RMSE がほぼ等しい両季節の 30m 層の水温





図 4 4 月と 9月の各層における水温予測誤差 
 
図 5 夏季の各層の水温予測結果の時系列データ 
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